
3.

開発の方向性に従い、以下の環境で開発を行なった
また、機種依存性を低減するために

Webアプリケーションが妥当であると判断した

表　開発環境

VCS GitHub

Python

Streamlit(4)

①日本の食料自給率は38%に対し、
　ひとりあたりの食品廃棄量は133.6kgである(1)

②2015年に625万人だった独居老人は、
　2040年には896万人に増加すると予測されている(2)

③70歳以上の食品ロスは29歳以下の3倍近くに上る(3)

食材の賞味期限を通知してくれるシステム
が必要なのでは？
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Webアプリケーションの動作画面 図５　QRコード

　Ⅲ　開発の方向性

　Ⅰ　背景 　Ⅳ　WEBアプリケーション開発

　Ⅴ　開発結果

賞味期限が切れそうな食材を警告し、
レシピの提案が可能なシステムを開発することが出来た

　Ⅱ　認知症について

＜必要な機能＞
　１．登録者を保存するシステム
　　保存するシステムを開発することで誰がどの食材を
　　　　　　　　　　　冷蔵庫に入れてるかがわかる
　２．賞味期限が近い食材で作れるレシピ提案
　　食品ロスを減らすためにレシピを考える
　　どんな食材を使うか、作り方を読み込む工夫がいる
　３．賞味期限切れが近い食材を警告するシステム
　　高齢者の認知症予防などにも役立つ
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　Ⅵ　まとめと今後の課題

＜認知症の中核症状＞
・見当識障害：時間や日付が分からなくなる
・失認：見たものを認識できない
・理解・判断力の障害

　　　　特にこれらは
高齢者の食品ロスにつながる

　概要

本研究によって、食品ロスの低減に貢献できるなWebアプ
リケーションを開発することが出来た。

今後は、
・人と家電製品が対話できるシステムの開発
・方言を用いて会話ができるシステム実装
　　　　　　　　　　による高齢者への適応が課題である

本研究の目的は、様々な世代の方に馴染みやすい食材管理システムを開発することである。高齢者の記憶力について調査
し、賞味期限が切れそうな食品を通知してくれる機能を実装することで、様々な世代の方に便利で、記憶力の低下に対応
した管理システムを開発することが出来た。今後は、方言を用いた対話機能の実装が課題である。

＜操作手順＞
　①名前を登録
　②食材を入力する

図２　歳をとるにつれての記憶力 図３　日本の食品ロスの現状

冷蔵庫内の食材管理を効率化するWebアプリケーションの開発
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認知症の中核症状(4)


